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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、摂食嚥下機能と骨格筋量の関連の解明により、超低出生体重児の食
行動の問題解決に寄与することである。そのためにまず、正・低出生体重児を対象に調査を行った。調査項目
は、性別、年齢、身長、体重、咬合力、舌圧、うがい評価、舌筋厚、握力、下腿周囲長、体組成とした。出生体
重に関わらず、舌圧、咬合力、うがい評価は年齢、骨格筋量と相関した。低出生体重児では、年齢因子を除外し
ても、舌圧と握力は相関し、相関の強さは正出生体重児よりも強かったことから、摂食嚥下機能は、全身の筋力
の指標である握力により影響されると示された。超低出生体重児でも、食行動の問題解決には、全身発達を考慮
する重要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to contribute to the problem solving of eating
 behaviors of extremely low birth weight(ELBW) infants by clarifying the relationship between eating
 swallowing function and skeletal muscle mass. We investigated healthy and low birth weight(LBL) 
infants. Survey items were sex, age, height, weight, occlusal force(OF), tongue pressure(TP), mouth 
rinsing function test(MRFT), grip force(GF), calf circumference, body composition. Regardless of 
birth weight, TP, OF, MRFT score correlated with age and skeletal muscle mass. In LBL infants, even 
if age factor was excluded, TP and GF correlated, and the strength of correlation was stronger than 
that of normal birth weight infants. Therefore, the eating swallowing function was shown to be 
easily affected by the GF, which is an indicator of the muscular force of the whole body. Even in 
ELBW infants, the importance of considering systemic development was suggested to solve the problem 
of eating behaviors.

研究分野： 口腔衛生
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１．研究開始当初の背景 
（1）周産期医療の進歩に伴う超低出生体重
児（ELBW 児）の増加 
 我が国では 1975 年頃より出生数は減少し
ているにも関わらず、低出生体重児の割合は
増加傾向にある。特に 1000ｇ未満の超低出
生体重児は増加傾向にある。また、平成 13
年度より 21 世紀初頭における母子保健の国
民運動計画として、「健やか親子 21」が始ま
ったが、平成 26 年度に最終評価が行われ、
74 項目中 2 項目が悪くなっているとの評価
であり、その一つが「全出生数中の低出生体
重児の割合」である。 
 
（2）超低出生体重児における食行動の問題 
 ・経管栄養の長期化 

我々は長期にわたり経管栄養を必要とし
経管栄養から脱却できない児（経管栄養依存
症児）について報告した。経管栄養依存症児
の多くが低出生体重児や精神発達遅滞など
の基礎疾患を持ち、知的にも身体発育的にも
境界域の児が多いこと、経口摂取移行のため
には早期の介入が有効であることを示した。
低出生体重児のうち、約半数は超低出生体重
児であった。低出生体重児、特に超低出生体
重児では経管栄養が長期化する傾向にあり、
乳幼児期における経口摂取の経験不足と、そ
れに伴う咀嚼筋や嚥下に関連する筋群の発
達低下も考えられる。 
 
（3）低出生体重児における筋肉量の評価の
重要性 
1）低出生体重児における肥満のリスク 
 低出生体重児は生活習慣病のハイリスク
であるといわれている。胎児期の発育不良に
より、エネルギーを無駄に消費せず、体内に
蓄積しやすいような倹約型の体質を獲得す
ることにより、生後に摂取するエネルギーが
過剰になった場合には体内に蓄積しやすく、
肥満になりやすい。 
2）筋肉量の評価 
  特に体重のキャッチアップした Light 
for dates(LFD)児 は appropriate for dates
（AFD）児に比較して皮下脂肪を蓄積しやす
い。低出生体重児では、体重がキャッチアッ
プしても、脂肪が増加しており、筋肉量は定
型発達児に比べ少ない。そのため、体重の評
価だけではなく、筋肉量の評価が重要である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、超低出生体重児（ELBW

児）における食行動の問題の解決方法を探る
ことである。周産期医療の進歩により、
ELBW 児の生存率は飛躍的に向上し、QOL

向上のための支援が必要となっている。食事
は乳幼児にとっては生活の、保護者にとって
は育児の中心である。しかし、ELBW 児にお
ける摂食嚥下機能を含めた食行動の発達は
明らかになっておらず、食事に関して咬まな
い、時間がかかる、少食などが問題となって
いる。これまで我々は、近年増加している乳
幼児経管依存症の治療法の確立を目的に研
究を行ってきた（Ishizaki,et.al.2013）が、
低出生体重児、特に ELBW 児では経管栄養
が長期化しやすいという問題を示した。この
ことから、ELBW 児では、定型発達児に比べ、
摂食嚥下器官の筋力、筋肉量の発達低下とそ
れに伴う摂食嚥下機能、食行動の問題が予想
される。更に、ELBW 児は肥満のリスク因子
であり、体重増加した場合にも、脂肪が多く、
全身の筋肉量が少ないことが指摘されてい
る。以上より、本研究では、摂食嚥下機能と
骨格筋量の関連性を解明することで、全身発
達を考慮した、予知的な ELBW 児の食行動
の問題の解決方法を立案する。 
 
３．研究の方法 
 保育園に通う健康幼児(3 歳から就学前)を
対象とした。調査項目は、性別、年齢、身長、
体重、咬合力（デンタルプレスケール）、舌
圧（ＪＭＳ舌圧測定器）、うがい評価、舌筋
厚（ソノサイト 180Ⅱ）、握力（JAMAR デジタ
ル握力計）、咬筋厚・下腿後面筋厚（みるキ
ューブ®）、下腿周囲長、体組成（InBodyS10®）
とした。得られたデータから、以下の 4点に
ついて検討した。多周波 BIA 法の有用性は, 
本法により算出された体脂肪量値と, 
Komiya(2009)が提唱したBMIから導き出す体
脂肪量値を比較した。 
 ①多周波ＢＩＡ法（InBodyS10®）を用いた
筋肉量測定の有用性 
 ②正出生体重児における摂食嚥下機能と
骨格筋量の関連性、摂食嚥下機能に関連する
因子 
 ③低出生体重児における摂食嚥下機能と
骨格筋量の関連性、摂食嚥下機能に関する因
子 
 ④低出生体重児と正出生体重児の比較 
 
４．研究成果 
（1）多周波ＢＩＡ法（InBodyS10®）を用い
た筋肉量測定の有用性（図 1） 
 対象児は日本人幼児の平均体重及び身長
と比較して有意な差は認めず、日本人の平均
的な集団であった。多周波ＢＩＡ法で測定し
た体脂肪量は、Komiya の計算式での算出値と
強く相関していた（r=0.779）。 



 
（2）正出生体重児における摂食嚥下機能と
骨格筋量の関連性、摂食嚥下機能に関連する
因子（表 1） 
 正出生体重児らでは、摂食嚥下機能の一
つである舌圧は年齢、身長、体重、握力、
下腿周囲長、うがい評価、骨格筋量と有意
に相関した。口腔機能の巧緻性を評価した
うがい評価は年齢、身長、体重、握力、下
腿周囲長、骨格筋量、舌圧と有意に相関し
た。また、最大咬合力は年齢、身長、体重、
握力、骨格筋量と有意に相関した。年齢因
子を除外しても、舌圧と握力（r=0.213）、
うがい評価と身長（r=0.229）、最大咬合力
と骨格筋量（r=0.210）はやや相関した。 
 
 

 
（3）低出生体重児における摂食嚥下機能と
骨格筋量の関連性、摂食嚥下機能に関する因
子（表 2） 
 低出生体重児らでは、舌圧は、年齢、身
長、体重、握力、うがい評価、骨格筋量と、
うがい評価は、年齢、身長、体重、握力、
下腿周囲長、骨格筋量、舌圧と有意に相関
した。年齢因子を除外しても、舌圧と握力
（r=0.525）はかなり相関し、相関の強さは
正出生体重児らより強かった。 
 
 

 
 

（4）低出生体重児と正出生体重児の比較 
（表 3） 
 低出生体重児らは正出生体重児らに比べ、
３歳児では舌圧と握力が有意に小さかった。
４歳児では、体重、カウプ指数、体脂肪量が、
５歳児ではカウプ指数、体脂肪量が有意に小
さかったが、６歳児では有意な差は認めなか
った。 
 

 
（5）食行動の問題に対する支援の検討 
 出生体重に関わらず、対象幼児では、年齢
が上がるにつれ、摂食嚥下機能の一つである
舌圧、最大咬合力は増加し、うがい評価のス
コアは高くなった。増齢に伴い、摂食嚥下機
能が発達していることが示唆された。正出生
体重児らでは、年齢因子を除外しても、舌圧
と握力、うがい評価と身長、最大咬合力と
骨格筋量はやや相関したことから、摂食嚥
下機能は全身の筋力や筋肉量と関連してい
ることが示された。よって、定形発達児の食
行動の問題解決には、摂食嚥下機能だけでは
なく、全身の筋力や筋肉量を考慮することが
重要であると示唆された。 
一方、低出生体重児らでは、年齢因子を除

外しても、舌圧と握力はかなり相関し、相
関の強さは正出生体重児らより強かったこ

表 1：正出生体重児相関行列 

表 2：低出生体重児相関行列 

表 3：正出生体重児と低出生体重児の比較 

図 1 



とから、摂食嚥下機能は、全身の筋力の指標
とされている握力の影響をより受けやすい
ことが示唆された。また、低出生体重児らに
おいて、３歳では舌圧が正出生体重児らに比
較し有意に小さかったにも関わらず、４歳で
は有意な差が認められなかったことから、低
出生体重児の摂食嚥下機能は4歳までにキャ
ッチアップされる可能性が考察された。超低
出生体重児らについても、食行動の問題解決
には全身の筋力や筋肉量など、全身の成長発
達を考慮する重要性が示唆された。 
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